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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

１：

　
60%
未満

Ｄ 0
校内研究「未来を創る力の育成～みんなで
創る未来ものづくりコミュニケーション科～」
を中心に主体的・対話的で深い学びにつな
がる教材開発や地域人材を活用して実践
する。

4

4

・児童アンケート「自分の思いや考えを工
夫して、まとめたり、発表したりすることが
できる」では、肯定的な回答が特に１年生
と５組に多く、「当てはまる」と「やや当ては
まる」を合わせると８０％以上になった。学
校全体でも、約７８％が肯定的に捉えてい
た。児童一人一台のタブレット端末の貸与
に伴い、教員も新たな学びのスタイルを開
拓しているが、子どもたちの学び方にも変
化が見られてきている。
・保護者アンケート「学校の教育方針や教
育活動は、家庭や地域住民の願いや期待
に応えるものになっている」では、学校全体
でみると、「当てはまる」55.9％、「やや当て
はまる」40.9%を合わせると96％以上が肯定
的な評価であった。一方、どの学年にも一
定数の否定的な回答も見られた。具体的
な記述部分は全教職員で共有したうえで、
次年度以降の教育活動に生かしていく。
・教員アンケートの「校内研究「未来を創る
力の育成-みんなで創造する「おおたの未
来づくり」-」を中心に主体的・対話的で深い
学びにつながる教材開発や地域人材を活
用して実践する」では、約７５％がおおむね
できたと回答していた。３年目となる今年度
は、自主研究発表会と称し、小学校校長会
の研修の一環として全学級で授業を公開し
た。令和７年度からの大田区独自教科新
設へ向けて実践の具体例や方向性を示す
ことができた。一方、他教科との関連や系
統性などを明確にしていく課題が挙げられ
た。

Ａ 5

〇より肯定的に高い自己評価をしても良いのではないかと思い
ます。難しい教育課題に校長のリーダーシップの下、副校長と
連携し教員が積極的に取り組んでいると思います。
〇新たな教育開発を実践されていると思います。こどもへのア
ンケートで２年生から「当てはまる」が減るところが気になりま
す。自己肯定感を持ち続けられるようにしてほしいです。
〇※大田区も一昔前は町工場のイメージでしたが、時代の流
れと共に住居形態も変わって来ました。子供達のタブレット勉強
成果が実り、夢が実現される様にと思っています。
〇はっきりと明瞭な受け答えが出来たかと思うと、また低調に
なったり不安定な気がします。根気よく指導されるのが肝要だと
思います。
〇家庭や児童間だけでなく、地域の住民や企業の職員とのコ
ミュニケーションの経験が生かされている。
〇未来を創る育成を通し、みんなで創造する「おおたの未来づ
くり」にいたっては、各学年が地域の企業と上手にコミュニケー
ションをとり、ものつくりの大切さやまだ見えない購入者のことも
考えながら取り組んでいる様子が素晴らしいと思いました。
〇私が学校に行った時、児童から「こんにちは」と言われ気持ち
が良かったです。これは他の発表にも共通するので皆んなが声
を出す発表と挨拶が良いと思います。
〇児童アンケートでは、１年と５組さんが肯定的な点が評価でき
た。能動的に学んでいる姿勢が伺える。保護者アンケートも期
待に応えていると評価が高かった点と、辛口評価もあり、課題
に向き合って次年度に生かされることを期待できる。教職員ア
ンケートでは、自己評価を含んで75％はマイナス点も、しっかり
見すえているように思われた。
〇日頃からものづくりに触れているからか、６年生のロケット制
作では熱心さが見受けられ、作業スピードも想像より早かった。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

 
70%
以上 Ｂ 4

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3

プ
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未
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社
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に
生
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子
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育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

・児童アンケート「自分
の思いや考えを工夫し
て、まとめたり発表した
りすることができる」
・児童アンケート「自分
の意見を伝えるときに、
相手が分かりやすくな
るように、理由や根拠を
常に伝えるようにしてい
る」
・保護者アンケート「学
校の教育方針や教育
活動は、家庭や地域住
民の願いや期待に応え
るものになっている」で
は、学校全体でみると、
「当てはまる」55.9％、
「やや当てはまる」40.9%
を合わせると96％以上
が肯定的な評価であっ
た。一方、どの学年にも
一定数の否定的な回答
も見られた。具体的な
記述部分は全教職員で
共有したうえで、次年度
以降の教育活動に生か
していく。・教員アン
ケートの「校内研究「未
来を創る力の育成-み
んなで創造する「おおた
の未来づくり」-」を中心
に主体的・対話的で深
い学びにつながる教材

４：

 
80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

4

・児童アンケート「約束やルールを守り、正しい行
動をしている」では、　学校平均で約８５％であっ
た。　多くの児童が決まりを守っているが、「あま
り当てはまらない」と答えている児童もいる。集団
生活をするうえで、約束やルールを守ることを身
に付けていくことは、あらゆる場面で指導を続け
ていく。
・児童アンケート「友達と仲良くできる」では、学校
全体で「当てはまる」が約７０％、「やや当てはま
る」が約２３％で、合わせて９０％以上が肯定的で
あった。　一方、「あまる当てはまらない」は各学
年で５％前後いた。人数にすると２人程だが、一
部の児童とは仲良くできてもそれ以外の児童とは
話したことがないという児童もいるので、どの学
級においても個々の人との関わり方には丁寧に
見取ることで、どの児童も居場所としての学級の
良さを実感できる指導を目指したい。
質問4～6において、どれも「当てはまる」と「やや
当てはまる」を合わせ、95％近くの評価であった。
・保護者アンケート「先生は、一人ひとりの子ども
にとって、居場所のある温かい雰囲気の学級づく
りに取り組んでいる」では、４年生は、昨年の3年
生の段階で「あまり当てはまらない」が13％あっ
たのが、今年は5.6％まで下がったことは、子ども
と保護者への丁寧な説明や対応がこのような評
価につながったのではないかと考えられる。
・保護者アンケート「子供は学校生活を楽しんで
いる」　では、学校全体で９０％以上が肯定的な
意見であった。また、５、６年、５組では「当てはま
る」が８０％を超えていたのは、多くの保護者が、
子どもの様子から学校生活を楽しんでいると感じ
ていることがわかる。
・教員アンケートの「小中一貫による教育の視点
に立った生活指導の充実により、社会のルール
や学校のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。」では、　８５％以上が肯定的な意見であっ
た。　一方、約１０％が「当てはまらない」という回
答で、　学年による認識の差があるのは否めな
い。高学年ほど、小中一貫の視点は意識されて
いるが、低学年では保幼小の連携という方が意
識が強くもたれている。学校全体で縦の連携を意
識した生活指導の充実を図り、規範意識の向上
に努めたい。

4

4

4

4

・児童アンケート「タブレットを活用することで
授業がわかりやすい」では、学校全体で約８
５％が肯定的な回答であった。タブレットを使
うことでこれまでの、ノートや書籍といった
ツールから新たな調べ方やまとめ方を経験
し、身に付けつつある。一方、２、５年生では
「あまり当てはまらない」と回答したのが１０％
以上あったのは、プラン２の・児童アンケート
「授業の内容がよくわかる」と結果の傾向は
似ていた。今後はタブレットの活用を広げな
がら、個に応じた指導の工夫を見直し、基礎
学力の向上を図っていく。
・保護者アンケート「学校は地域人材（保護者
地域の人々）や地域環境（町工場・企業）を活
用して教育活動を進めている」では、学校全
体で「当てはまる」「やや当てはまる」が96％
以上に上った。特に1年生以外は「当てはま
る」が70％以上に上った。２年前から校内研
究の「おおたの未来づくり教育」を中心として
地域人材や地域環境を、本校教員がすすん
で活用しようとしてきた成果が表れてきた。引
き続き、地域に根ざした学校教育の推進を
図っていきたい。
・教員アンケートの「授業形態を見直し、タブ
レットを活用した新たな学びのスタイルを生み
出そうと学年を中心に授業改善に取り組
む。」 では、学校全体で７５％以上の教員が
肯定的な回答をした。一方、「当てはまらな
い」が１５％以上であったが、これは教員以外
の職員も回答しているためであると考える。
どの教員も毎日必ず一度はタブレットを使っ
た授業を行い、子どもたち自身も毎日、タブ
レットに触れ、調べたり、答えたり、まとめたり

３：
　
70%
以上

２：

60%
以上

１：
　
60%
未満

3

3

4

4

4

4

4

4

１：
　
60%
未満

〇子供達は伸び伸びと学校生活を過ごしているし、保護者にも
その安心感があり、学校への信頼が感じられます。
〇「決まりをまもる」「友達と仲良くできる」は児童それぞれの得
手不得手があると思います。今できなくても粘り強い指導と見
守りを引き続きよろしくお願いいたします。
〇※学校生活、友達関係、家庭生活共に子供達の充実の日々
が感じられます。全学年のアンケートで恐縮です。特に５組の
児童、保護者の方々の理解度に感心を致します。
〇ニュース、報道などで伝えられる事例を先生が朝礼などで根
気よく教訓を示すようなことも取り入れてよいと思います。
〇グループで共同作業をすることにより、自己の表現力や相手
に対する思いやりが生まれ、社会のルールや決まりなどが重
要だとの認識が生まれることが重要であり、この取り組みは評
価できる。
〇自主研究発表会では、自分の発表だけでなく他の児童の発
表にも耳を傾け、良かった点も評価していました。他者の発表
（作品）をほめることが出来るのは、自分自身が満たされている
という事で、特に先生からの評価は皆とても嬉しそうな表情でし
た。
〇児童が「約束やルールを守る」大人になって社会に出ても約
束とルールは大切です。そして思いやりを持って人に接する事
がいじめ防止になると思います。
〇いじめ防止と友だちと楽しく過ごすことについて、児童も保護
者も高い感心を持って学校生活を送っていると思われる。地域
の中でも、５年生は大変感受性が豊かで、様々な行動をして学
んでいるように見受けられることが多い。教職員の、４年生と６
年生と５組さんの、いじめや暴力ない学校作りが１００％当ては
まるという回答が素晴らしい。

〇コロナ禍の困難にもかかわらず、細心の注意を払い子供達の健康、
体力向上に努めてくださっています。
〇コロナ予防という新たな対応をしっかり実践されていると思います。
朝の習慣で「保護者はしつけをしている」と回答しているが、子どもの意
識とはズレがある。保護者にこの結果の共有と説明が継続的に必要だ
と思います。
〇※子供達の早寝、早起き、朝食、挨拶は１日の始まりです。とても大
事と思います。家庭・学校で毎日の規則正しい生活が習慣化され将来
役立つと思っています。
〇六郷土手が近いし、校庭も土で広いのであるから、から習慣を身に
つけさせたいものです。身体を動かすのが嫌だという事が問題です。
〇外遊びや運動をすることにより体力の向上に寄与し、「早寝、早起
き、朝ご飯」といった日常の生活習慣の改善につながる。〇２年間にわ
たり新型コロナによる規制があり心配でしたが、運動会では体力低下を
思わせない元気なパフォーマンスを見ることが出来ました。しかし児童
館での日常活動では息切れする場面や「疲れた」という言葉をよく耳に
します。２０２３年は普段の生活に戻り体力も戻れば良いと思います。
〇子供の早寝・早起き朝ごはんが身についている事がいい事ですね。
そして、遊び、運動する事で、友達も出来て仲間意識も出来てきます。
それもいじめ防止になると思います。〇保護者＜児童＜教職員と、評
価に段階的な違いがある点が興味深い。コロナ禍で一番負担の大きい
「学校の現実」と家庭や地域とのギャップは理解を広めたいと思うところ
である。

〇ICTを活用した教授法の向上の観点からは今まさにその過渡期だと
考えます。学校は教員の方々はその教育技術の向上に努めておられ
ると思います。
〇タブレット授業は、児童も教職員も発展途上だと思いますので良い結
果だと思います。地域人材活用も多く、すばらしいと思います。
〇核家族が多い中、各家庭で子供達のお手伝いは自立する良い機会
と思います。各地域のイベント等（夏祭り、盆踊り、ラジオ体操）に参加
する事により、子供達の成長を地域の人達も感じられる様になると思い
ます。
〇裏門から土手に向かう道、お寺の横の道など、児童が広がって歩く
悪弊はなくすよう粘り強く注意し続けることが肝要と思います。学校の
目の届く範囲だと思います。
〇タブレットを活用した授業は新たな学びのスタイルを生み出している
が、指導する教員の資質アップにもつながり、子供たちが楽しんで授業
を受ける様子は全体的な教育環境の改善につながっている。
〇出雲小学校のお約束である１１月～２月１６：３０にはお家に帰りま
しょう。という取り組みを今年度は守っている子どもが多く感じました。ま
た公開授業ではSNSの使い方を低学年にもわかりやすい説明があり、
便利さだけではないことも学べていたと思います。
〇子供の身を守る安全は地域との連携が大切ですね。地域の行事に
参加して、その内容を見て聞いて、理解してもらう事、その結果身を守
る事も出来ると思います。
〇タブレット使用について、児童の５年生と５組さんが２０％超当てはま
らないとの回答で、気にかかる点である。アンケートによって明確になっ
ている。次年度に６年生の評価と比較することで問題点も解決できるの
ではないかと思われた。また現６年生や保護者と教職員は、キャリヤ教
育やタブレットの必要性を感じていると見受けられた。

4

4

〇より肯定的に高い自己評価をしても良いと思います。教員の
教師としての自覚、使命感が強いことが認められ、それが自己
評価を厳しくしているのではないでしょうか。
〇児童アンケート質問３から、先生の努力がわかります。一方
で教職員アンケートから、「当てはまらない」が多く見えます。先
生方が児童に向き合える時間が少ないのでは？と感じました。
不要な雑務が減ると良いですね。
〇※各学年で覚える過程をしっかり身につけ理解度が育つよう
に思います。特に復習が大切と思っています。タブレットは個々
の児童の進捗確認に有用だと思います。これと少人数授業を
組み合わせると、置いてけぼりの解消に相当役立つと思いま
す。
〇タブレットを使いながら、物事に対する興味や考える力を引き
出そうとしていることは評価できる。
〇一人一人丁寧に声掛けをして「今何をしたらよいか？」「わか
らない児童はいないか？」授業中先生方の細かい指導風景を
みせていただきました。また子どもたちの興味がわくような授業
の方法など学習意欲を高める方法も考えられていると思いま
す。
〇児童が「ねばり強く何事にもチャレンジする」この姿が良いと
思いますそして先生が面談して指導する事が意欲を高めると思
いました。
〇児童、保護者とも、学年にバラつきが見られる点について、
成長期の波や壁ののうな時期に当たっているようにも受け取れ
る。正直な回答がなされていると思われた。教職員は、学力、
指導について、教育目標と並んで厳しい評価であるのは、教職
員の意識の高さの現れを感じ取れた。

・児童アンケート「授業の内容がよくわかる」では、ど
の学年も８０％以上が肯定的に回答している。学校
全体でも９０％近くが肯定的であった。一方、２年と５
年で「あまり当てはまらない」と回答したのが１０％以
上あった。１年から２年への難易度の変化や中学年
から高学年への抽象的な思考をより求める面など、
分岐となるところを見直し、どの子も日々の学習をよ
り理解できるよう授業改善を図っていく。
・児童アンケート「ねばり強く、何事にもチャレンジし
ようとしている」では、学校全体で約８０％が肯定的
に回答した。一方、５・６年生では否定的な回答が２
０％以上に上った。高学年での学習についていけな
くなる場合に見られる傾向であると考える。躓いてい
るポイントを明らかにして、個々の学ぶ意欲を高めて
いきたい。
・保護者アンケート「先生は一人ひとりに自信をつけ
させるため、ほめたり、励ましたりしている」では、学
校全体でみると「当てはまる」67.4％、「やや当ては
まる」28.8%を合わせると96％以上が肯定的な評価
であった。特に6年生は「当てはまる」が86％に上っ
た。一方、4年生は「あまり当てはまらない」が6%近く
あった。一方、２学級の５年生は、１クラスの人数が
多いのにも関わらず、「当てはまる」が77％近く肯定
的であった。子どもへの指導の仕方、声のかけ方な
どを学校全体でもう一度振り返り、信頼される教員
の育成を引き続き行っていく。

6

3

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

コロナ禍において自分の身体を守るため
に、状況に応じた行動や健康・体力の保持
増進を実践する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

毎週の生活指導夕会を基に、気になる児
童や校内で共通理解することを確認した
り、一人ひとりの良さを引き出す話し合いを
したりする。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

授業形態を見直し、タブレットを活用した新
たな学びのスタイルを生み出そうと学年を
中心に授業改善に取り組む。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

言語技術を身に付けるため、言語トレーニ
ングの実践を重ね、思考力や表現力を高
める工夫を推進する。

１：
　
60%
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

児童の健康への意識を高めるために、本
校独自の生活リズムカードの他に毎日の
健康観察カードを活用し、健康チェックを学
校と家庭で協力して行う。

4

4

２：
　
60%
以上

１：
　
60%
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
　
70%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・児童アンケート「地域や近所の人にあいさ
つをしたり、地域での活動に参加したりして
いる」では、学校全体で約６５％以上で肯
定的な回答であった。特に１年と４年、５組
では８０％近い結果であった。一方、コロナ
禍の中、地域のイベントや行事なども縮小
されていることを考えると仕方のない結果
であるともいえる。今後は少しずつイベント
や地域の活動も再開してくると思われる
が、あいさつなどのコミュニケーションはい
つでも、どこでもできる大切な生きる力とし
て指導を重ねていきたい。
・保護者アンケート「学校は、保護者会や学
校だより、またホームページなどを通して、
学校の教育目標を伝えている」では、学校
全体として「当てはまる」「やや当てはまる」
が98％以上に上った。コロナ禍において学
校公開など行事が制限される中で、子ども
たちの学びをホームページや中心として学
校だより、学年だより、学級だよりなどを通
してお伝えしてきたことが周知していただけ
た。引き続き、学校の取組に自信をもちな
がらも、保護者、地域の声に耳を傾け、よ
りよい学校経営に取り組んでいきたい。

〇学校と家庭、更に地域の連携は子供達の大切な教育環境ですが、何も
しなければ低下してしまうのではないでしょうか。その中で学校ができること
を丁寧に推進してくださっていると思います。
〇地域のかかわりは、コロナ終息後が楽しみです。ホームページなどの活
用は良いと思います。一方でホームページに載せることが目的ではなく、保
護者や地域に伝わることが目的だと思います。そのためにも、学校リアルで
の説明も重要だと考えます。
〇※タブレット授業のアンケートでは１年生の理解度は大と思います。少人
数授業で各自、授業内容を理解する力に子供達の満足感が期待出来る様
に思います。
〇企業連携は地域の酒匂製作所や三尾製作所などをオーナー家と顔なじ
みの鈴木本羽田町会長を介して引き込めばよいと思います。消費者産業と
違い、広報を置いてなくて、無骨かもしれませんが、コミュニティースクール
化するには強力な伝手です。小金のあるオーナー家が小学校から私立に
通わせるのが分断の始まりなのですが、そこを解らなくては地域密着はな
かなか難しいです。
〇地域との連携やお年寄りによる授業の補助、企業の担当者によるモノづ
くりの面白さや苦労話など地域や社会とのつながりを深める授業はとても
評価できる。
〇出雲小学校のホームページをみさせていただくと写真付きで学校活動の
様子が見ることが出来ました。コロナ禍で地域の方々にオープンにできない
ことも多々あると思いますが、ホームページなどで生き生きした子どもたち
の表情まで見ることが出来、良い取り組みだと思います。
〇「開かれた学校」今出雲小の授業はすばらしいと思います。本で学ぶ授
業も大事ですが、その他の授業が出雲小ではたくさんありました。それが、
学校・家庭・地域が一体になれると思います。
〇児童アンケートでは、地域活動の機会が失われ、児童が地域に参加して
いない事を自認していると伺える。保護者は学校の情報を得たいと綿密に
チェックし学校に信頼を寄せていると思われ、教職員の情報発信について
は現実的に問題が洗い出されており、アンケートによって学校評価は適切
に行われたと総評する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

7

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

新型コロナウイルス感染症の対策を講じな
がら感染拡大防止を徹底するために、ICT
を活用した学校公開、リモート学習等を通し
て学校、家庭、地域が連携教育をする。

学校関係者記入欄

8

1

令和４年度　大田区立出雲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長期的目標】社会の中で、自己の豊かな能力や個性を実現させながら、社会を支える人材を育てる

・保護者アンケート「学
校はいじめや暴力のな
い学校づくりに積極的
に取り組んでいる」と回
答した割合。
・保護者アンケート「子
供は学校生活を楽しん
でいる」と回答した割
合。　　　　　　・児童アン
ケート「約束やルールを
守り、正しい行動をして
いる」と回答した割合。
・児童アンケート「友達
と仲良くできる」と回答
した割合。
・教員アンケートの「小
中一貫による教育の視
点に立った生活指導の
充実により、社会の
ルールや学校のきまり
などを守ろうとする意識
を高める。」と回答した
割合。

・保護者アンケート「学
校の教育方針や教育
活動は、家庭や地域住
民の願いや期待に応え
るものになっている」と
回答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、保護者会や学校
だより、またホームペー
ジなどを通して、学校の
教育目標を伝えてい
る」と回答した割合。
・児童アンケート「地域
や近所の人にあいさつ
をしたり、地域での活動
に参加したりしている」
と回答した割合。
・教員アンケートの「教
育目標・学校経営方
針・学校評価等の基本
情報、児童の活動情報
等をホームページ等で
公開及び更新すること
により、積極的に情報
的に情報を発信する。」
と回答した割合。

目標に対する成果指標

２：

　
60%
以上

４：
　
80%
以上

0

3

0

0

6

3

0

0

6

Ｂ

３：
　
70%
以上

２：

60%
以上

４：
　
80%
以上

４：
　
80%
以上

３：
　
70%
以上

２：
　
60%
以上

２：
　
60%
以上

１：
　
60%
未満

B

・児童アンケート「手洗い、マスク着用を忘れずにコ
ロナ予防を行った」 では、学校全体で約９３％が肯
定的な回答であった。かなり定着しているものの、活
動場面により状況判断できる児童の育成が大事な
ので、日々、児童には自ら考え判断することの大切
さも話している。
・児童アンケート「早寝・早起き・朝ごはんを意識した
生活ができている」　では、　学校全体では８０％以
上で肯定的な回答であった。一方、３～５学年では
否定的な回答も２０～３０％以上あり、保護者の目も
行き届かなくなったり、本人任せになったりしている
部分もあると考える。保護者会でも小学生の段階で
はどの学年においても気にかけ、よい習慣を身に付
けられるよう呼び掛けていく。
・保護者アンケート「子供は早寝・早起き・朝ごはん
などの基本的な習慣が身に付いている」では、学校
全体で「当てはまる」「やや当てはまる」が95％以上
に上った。一方、「あまり当てはまらない」が特に１年
生では12%を超えるとともに、他の各学年においても
数人はいるという結果が出ていることから、家庭と引
き続き連携を深め、個々の子どもたちの生活を改善
していけるよう学校全体で呼び掛けていきたい。
・保護者アンケート「家庭では、基本的な生活習慣
やマナーを守るようにしつけをしている」では、学校
全体で「当てはまる」「やや当てはまる」が99％以上
に上った。一方、実際にはスマホやタブレットなどの
深夜までの使いすぎや寝不足で遅刻してくる子ども
がいる実態から、引き続き、家庭に対して個別に連
携するとともに学校全体でもコロナ禍における健康
教育を推進していく。

0

・保護者アンケート「学校
は地域人材（保護者地域
の人々）や地域環境（町工
場・企業）を活用して教育
活動を進めている」と回答
した割合。
・児童アンケート「タブレット
を活用することで授業がわ
かりやすい」と回答した割
合。
・教員アンケートの「授業
形態を見直し、タブレットを
活用した新たな学びのスタ
イルを生み出そうと学年を
中心に授業改善に取り組
む。」と回答した割合。

・保護者アンケート「子供
は早寝・早起き・朝ごはん
などの基本的な習慣が身
に付いている」と回答した
割合。
・保護者アンケート「家庭で
は、基本的な生活習慣や
マナーを守るようにしつけ
をしている」と回答した割
合。                             ・
児童アンケート「手洗い、
マスク着用を忘れずにコロ
ナ予防を行った」と回答し
た割合。
・児童アンケート「早寝・早
起き・朝ごはんを意識した
生活ができている」と回答
した割合。
・教員アンケートの「早寝・
早起き・朝ごはん」月間の
取組等を通して、児童や保
護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発
を行う。」と回答した割合。

Ａ

0

・保護者アンケート「先
生は一人ひとりに自信
をつけさせるため、ほめ
たり、励ましたりしてい
る」と回答した割合
・児童アンケート「授業
の内容がよくわかる」と
回答した割合。
・児童アンケート「ねば
り強く、何事にもチャレ
ンジしようとしている」と
回答した割合。
・教員アンケートの「学
習カルテを基に児童と
面談し、一人一人の学
習のつまづきや学習方
法について、指導す
る。」と回答した割合。

3

Ｃ

Ｄ

４：

80%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
　
80%
以上

Ｄ

３：

70%
以上

学びあう 自己の将来を見据え、自ら進んで学び続ける児童

の育成
・一人一人の課題に応じて、知識・技能を活用する力、思
考力、判断力、学習意欲の伸長

・各教科の基盤である言語能力を育成
・表現力・伝える力の向上を推進

【研究テーマ】

未来を創る力の育成～みんなで創る未来ものづくりコ
ミュニケーション科～

・「未来ものづくり教育」に特化した教育課程の編成
・論理的、科学的な思考力の育成
・言語技術の育成（系統的・継続的な指導）
・町工場や企業と連携し、地域を活用した単元開発
・自己点検表による授業改善

＜児童の現状＞
〇元気よく遊ぶ
〇人なつこく、仲間思い
〇挨拶がよくできる
〇素直 〇自己肯定感の向上
〇自主性、主体性の向上
〇家庭学習の習慣化
〇基本的生活習慣の定着

＜学校の課題＞【学習】
〇子どもと学びの質の向上
〇子どもの自主性や主体性を
育む教育活動

〇自尊感情と自己有用感の醸
成

〇規範意識の向上

＜学校の課題＞【学校組織】
〇カリキュラム・マネジメントの実施
〇教職員の経営参画意識を高めるシステムづく
り

〇ＩＣＴの活用、英語、特別支援教育、体力向
上等への取組

〇施設、教材・教具の適切な管理と活用
〇地域の中の学校としての役割

＜地域の特質＞
〇歴史と伝統があり、学校への愛着が
ある
〇学校のボランティア活動等、協力的
である
〇継続して、子ども、学校を支えてい
る

助けあう 高い規範意識をもち、自ら考えながら適切な判断をすることができる
・生活規律の徹底、規範意識の醸成

・相互信頼の精神の育成と人権教育の推進
自他の違いを認め、仲間を大事にして共に生きる態度を養う行事、班活動、清掃活動
等

・近隣中学校との小中一貫教育を通して、きめ細かい生活指導、キャリア教育の実施

高めあう 実践力をもち、明るく豊かな生活を営む態度を身に付け

る

・重点指導事項により、体力を向上させ運動に親しむ態度を養う

機会を

定期的・日常的に設定する。
・オリンピック・パラリンピック教育の推進

＜未来を創る力＞ 論理的・科学的に思考し、新たに考えを創造することができる ・３つの教育目標が基盤となり、未来を創る力を高めていく。 ・日常の学習、校内研究等で培う。

児童アンケート回答数 ５５３人

保護者アンケート回答数 ２３０人

教員アンケート回答数 ３８人


